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3) Gelling et al. (1992)， p. 72. 
4 )すでに1992年5月には， WP&L社(ウイスコンシン外1)がTVA(テネンー州)に対して 1万トンの亜硫酸ガス排出許容量
を売却している。
5) Hirst(1991)， p.31. 
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6) Hirst(l987)， pp.103-4. 






























































8) Cicchetti and Moran (1992). p.41. 

































10) Fickett et al. (1990)邦訳， 38頁。





























11) Lamarre (1991)， p.7 
12) この調査の概要について. Electrical World(1992) ， p.25参照。





事業者数 % 事業者数 % 
季時別料金 63 51 67 61 
供給遮断料金 3 2 5 5 
区画逓増料金 20 16 18 16 
インセンティブ型料金 25 20 36 33 
























































事業者 通信手段 制御期間 制御時間帯 制御サイクノレ 料金割引 参加者数
AP&L 平日 オ77.5分 2.31ドル/
(アーカンソー州)
無線 7-9月 13-18時 (非常時15分) KVA/月 11万戸オン22.5分
FP&L 配電線鍛送 4 -10月 平日 オ710分 6 ドル/ 15万戸
(フロリダ州) 15-18時 オン20分 月
PEPCO 無線 6-10月 平日 オ713分 8 ドル/ 10万戸






(注)FP&し PEPCOでは， 3 -4時間的停止サービスも提供されているa
表3 SCEの電力DSM支出額
(単位:千ド、ル)
支出項目 1988年 1989年 1990年
省エネフ。ログラム 35，000 36，175 56，451 
うち家庭用 18，081 18，694 25，633 
非家庭用 16，919 17，481 30，818 
ロードマネジメント 10，038 10，357 10，617 
うち家庭用 4，052 4，214 4，393 
非家庭用 5，986 6，143 6，224 
計測・評価 7，904 8，214 8，550 
その他・ DSM 4，032 4，195 4，380 







































































































一方， DSMの研究で実績のあるオーク t)ッジ国立研究所 (ORNL)では. DSMによる電力使用量
















t 2 .851 
2，700 '-
2000 2010年 1990
(注) 1GW二 1，OOOMW= 100万kW。
(出所)EPRI資料。
2000 2010年
16) Barakat & Chamberlin Inc. (1990) 




Boston Edison (マサチューセッツ) 6.1 14.2 
Central Hudson G&E (ニューヨーク) 3.9 7.6 
Con Edison (ニューヨーク) 8.1 12.6 
NEES (マサチューセッツなど) 6.6 13.7 
N ortheast Utilities (コネティカットなど) 7.0 9.3 
PG&E (カ t)フォルニア) 6.0 12.2 
Puget Sound P&L (ワシントン) 6.8 n.a. 
Sacramento Municipal (カリフォルニア) 13.5 15.5 
SCE (カリフォルニア) 13.0 n.a. 
















次のような知見を得ている 19)。①DSMプログラムは，電気サービスのコストを減少させるが， kWh 
ベースの電気料金を引き上げる。したがって，事業者と規制委員会は総資源コスト (TRC)テストと
料金インパクト計測 (RIM)テストの聞のトレードオフを認識する必要がある20)。②需要家の電気料
18) Electrical World (May 1992). p. 7. 
19) Electrical World (Feb.1992). p.34 





























































22) Grusky and Sioshansi(l987)， pp.26-8. 
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